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作業環境管理

作業管理

手動、危険工具

自動化、有害囲い込み済

問題のない環境

問題のある環境

産
業
医
の
労
働
安
全
衛
生
関
与

有害物暴露
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• リスクアセスメント及びその結果に基づく措置の内容
1. [1]事業場のあらゆる危険性又は有害性を洗い出し、特定する。
2.[2][1]による労働災害（健康障害を含む）の重篤性（災害の程度）及びその
災害が発生する可能性の度合を組み合わせてリスクを見積る。

3.[3][2]の見積りに基づくリスクを低減するための優先度を設定した上で、
そのリスクを低減するための措置（リスク低減措置）を検討する。

4.[4][3]のリスク低減措置を実施するとともに、その結果を記録する。
• なお、上記[3]の「リスク低減措置」は、次の順位で検討することとされて
います。

1. (i) 法定事項
2.(ii)危険な作業の廃止・変更等により危険性又は有害性を除去又は低減等
の本質的対策

3.(iii)インターロック、局所排気装置等の設置等の工学的対策
4.(iv)マニュアルの整備等の管理的対策
5.(v)個人用保護具の使用
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• リスクアセスメント及びその結果に基づく措置の効果
• 事業場では、次のような効果が期待できます。
1. [1]職場のリスクが明確になります。
2.[2]職場のリスクに対する認識を管理者を含め、職場全体で共有できます。
3.[3]安全対策について、合理的な方法で優先順位を決めることができます。
4.[4]残されたリスクについて「守るべき決め事」の理由が明確になります。
5.[5]職場全員が参加することにより「危険」に対する感受性が高まります。
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83（栃木県大田原市観光協会HP）
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